
■メンタルヘルスに関連して、 ■それはどのような問題として現れているか
　　　　　　　　　　　課題を感じていることはあるか 　　　（複数回答）

社員の疾患による休職 78
はい 89 社員の生産性の低下 51
いいえ 4 職場の雰囲気の悪化 28
未回答 1 社員の退職 20

社員の成長の鈍化 20
その他※ 9

94

■メンタルヘルスの向上を目的とした ■メンタルヘルス不調者の相談窓口は主にどこか
　　　　　　　　　　　　　　　取り組みを行っているか 　　　（複数回答）

人事部門（またはそれに準じる組織）71
はい 83 社内の相談専用窓口 38
いいえ 11 上司 34

社外の相談専用窓口 25
その他※ 5
特に設けていない 2

94

　　　■それはどのような取り組みか（複数回答）

社員に対する、社内の専門家によるサポート65
研修・講習等による学習機会の提供 53
職場復帰プログラムの実施等、復職支援の制度53
ストレスチェック等による状況把握 46
働き方の柔軟化等、ワークライフバランスの改善45
管理職向けのトレーニングの実施 41
採用時における、ストレス対処力の見極め 40
社員に対する、社外の専門家によるサポート37
社内コミュニケーションの活性化 30
労働環境・職場環境の改善 29
その他※ 3

【日本CHO協会】　メンタルヘルスケアとレジリエンスに関するアンケート 　  2015.7

回答数：94件

社員の疾患による休職

社員の生産性の低下

職場の雰囲気の悪化

社員の退職

社員の成長の鈍化

その他※
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はい
95%

いいえ
4%

未回答
1%

「はい」と回答

（件）

社員に対する、社内の専門家によるサポート

研修・講習等による学習機会の提供

職場復帰プログラムの実施等、復職支援の制度

ストレスチェック等による状況把握

働き方の柔軟化等、ワークライフバランスの改善

管理職向けのトレーニングの実施

採用時における、ストレス対処力の見極め

社員に対する、社外の専門家によるサポート

社内コミュニケーションの活性化

労働環境・職場環境の改善

その他※
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はい
88%

いいえ
12%

（件）

人事部門（またはそれに準じ

る組織）

社内の相談専用窓口

上司

社外の相談専用窓口

その他※

特に設けていない

0 20 40 60 80（件）

「はい」と回答

※その他：

・過重労働による社員の心身

の過労

・復帰への支援

・休職し復職する場合に受け

入れ先の調整に困る。受入側

にとっても育成、指導の許容

範囲に戸惑う

・厚生労働省の対応

・復職の際の判断

※その他：

・各部署のボランティア参加に

よるピアサポーター

・産業医

・健康管理室（保健師）

・医務室

・メディカルサービス

※その他：

・異動者に対する上長との定期面談の実施

・社員のwell-beingとmental resilienceに特化し

たグローバルプログラム（ランプライター）の日

本での展開

・社員向け、管理職向けＩＢＴ研修



■メンタルヘルスの向上に向けた取り組みは、 ■これまでに「レジリエンス」という言葉を
　　世間一般や他社と較べて進んでいると思うか 　　　　　　　　　　　　　　　　　聞いたことがあったか

世間一般や他社と較べて、かなり進んでいると思う2 はい 70
世間一般や他社と較べて、やや進んでいると思う24 いいえ 24
世間並みだと思う 47
世間一般や他社と較べて、やや遅れていると思う12
世間一般や他社と較べて、かなり遅れていると思う5
よくわからない 4

94 94

■今後レジリエンスに関連して、 ■レジリエンスについて、どのように認識しているか
　　　　　　　　　　　　　　どのように取り組む予定か

今のところ、特に取り組む予定はない 20 名前を聞いたことがあるくらい 30
情報を集めたい 60 概要は知っている 41
レジリエンス強化の方法を検討したい 10 詳しく知っている 2
既に対策を立て、実行に向けて動いている 2 対策を検討している 2
既に実行している 2 対策を既に実行している 1

94 76

　　■レジリエンス向上のために、どのような ■レジリエンスに関連して、どのような機会があると
　　　　　　　　取り組みを行っているか（複数回答） 　　　　　　　　　　　　　　有益だと思うか（複数回答）

レジリエンスを高めるトレーニングの中身を知る機会46
レジリエンスの向上に関する知識提供 5 レジリエンスの概要を知る機会 44
レジリエンス向上のための教育研修 4 レジリエンスの科学的な根拠を知る機会36
その他※ 2 自社に適した有効な活用方法を知る機会34

実際にレジリエンスを高めるトレーニングを体験する機会33
レジリエンスに関する外部サービスについて知る機会6

11 特に必要ない 3

世間一般や他社と較

べて、かなり進んでい

ると思う
2%

世間一般や他社と較べて、

やや進んでいると思う
26%

世間並みだと思う
50%

世間一般や他社と較べて、

やや遅れていると思う
13%

世間一般や他社と較

べて、かなり遅れてい

ると思う
5%

よくわからない
4%

はい
74%
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26%

今のところ、特に取り

組む予定はない
21%

情報を集めたい
64%

レジリエンス強化の方法

を検討したい
11%

既に対策を立て、実行に

向けて動いている
2%

既に実行している
2%

名前を聞いたことが

あるくらい
39%

概要は知っている
54%

詳しく知っている
3%

対策を検討している
3% 対策を既に実行

している
1%

「はい」と回答

レジリエンスを高めるトレーニング

の中身を知る機会

レジリエンスの概要を知る機会

レジリエンスの科学的な根拠を知る

機会

自社に適した有効な活用方法を知

る機会

実際にレジリエンスを高めるトレー

ニングを体験する機会

レジリエンスに関する外部サービス

について知る機会

特に必要ない

0 10 20 30 40 50（件）

「既に実行している」と回答

レジリエンスの向上に関する知

識提供

レジリエンス向上のための教育

研修

その他※

0 1 2 3 4 5

※その他：

・正しいレジリエンスの理解の促進

（件）


